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河河河川川川ののの流流流れれれのののエエエネネネルルルギギギーーーををを再再再配配配分分分ししし、、、堤堤堤防防防ががが決決決

壊壊壊せせせずずず、、、氾氾氾濫濫濫ののの無無無いいい世世世界界界ののの河河河川川川ををを実実実現現現しししよよよううう！！！   
洪水流量に匹敵する潮流河川には洪水がない（2007 年に検証） 

 

 

１、まえがき 

2021 年に国際公開した津波を阻止し、自然の力で、堤堤防防がが決決壊壊せせずず、、氾氾濫濫のの無無いい、、安安全全でで安安心心のの河河川川

をを具具体体化化すするる「自然の力で 繰返す、（津波・高潮・河川）災害を阻止する技技術術」」がが、、日日本本国国のの技技術術（（特特

許許））ととししてて認認めめらられれ、、ここのの技術をを利利用用しし、、「「港港をを造造りり」」「「紀紀のの川川のの治治水水」」やや「「首首都都のの治治水水」」をを始始めめ「「世世界界のの

河河川川」」ににつついいてて考考ええてて来来たた。。  

 本来、河川は、重力による流れのエネルギーが支配する水域で、上流から流れてきた土砂が河口に

堆積し、永い間には河川延長が伸び、河床勾配が緩くなり、掃流力が低下する。 

この様な河川水域に、堤防を構築することにより、河道の水位が上昇し、河道に土砂が堆積して、洪

水の疎通断面を縮小し、繰返す洪水の氾濫要因となり、さらに、本川の河床の上昇に伴い支線の河床に

堆積した土砂の流出が難しくなり、支線の洪水の疎通能力が不足し、支川災害の原因となっている。 

２、課題      

この悪循環を断ち切る為に、河川内に流入した土砂をどの様に排除し、十分な洪水の疎通断面を確保

し、この土砂をどの様に処理するかが大きな課題である。 

３、対策  

この為、河口の潮感水域に堤体構造で囲い締切る「海洋の空（UTSURO）」を構築し、水路で開放するこ

とにより、潮位変化の度に、水路に激しい潮流を発生させることができる。 

この水路口を、河川の潮感水域に挿入することにより、河口に激しい潮流を発生させる。（この水路は

常に河川の流れの方向と逆の方向流れる水路で「遡上水路」と言う。） 

又、引き潮時には（UTSURO）内に貯留された莫大な水が、河川流と重なり河口の河床を深く洗堀する。 

潮流は(UTSURO)の面積の相関によって求められ「洪水流量に匹敵する潮流河川には洪水がない。」 

潮流は全て海水面以下の流れで、「遡上水路」の先端部は潮汐変化の度に流れの方向が変わると共に河

川の流れにより、激しい渦（うず）流が発生し、先端の河床を海水面下深く洗堀するため、「遡上水路口」

を徐々に上流に向かって延伸させることが可能となる。 これにより、従来の重力の流れのエネルギー

が支配してきた上流部の河床を深く洗堀させることが出きる。 従って、流れのエネルギーの再配分を

行うことにより、上流部のエネルギー勾配が高められ、上流部の河床も低下し、海水面下深くなる。 

さらに上流部では水みちを絞り、掃流力を高め、河床を下げれば 河川流域の大地は全てスーパー堤

防となる。 
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